
 
【令和７年度重点目標振り返り】 
 全校生徒・職員で決めた、西中の重点目標・サブテーマ『主体性と学び愛・支え愛の創造  ～大きな声であい
さつ・返事！笑顔あふれる西中にしよう～』について、全校生徒・職員で振り返りアンケートを実施しまし
た。アンケートの結果を『Google NotebookLM（Googleが提供するAI搭載のリサーチ・学習アシスタ
ント）』を活用して分析したところ、次のような未来予想図が生成されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＡＩの分析によると･･･西中の『強み』と成果は『笑顔と活気があふれる校風』で、『笑顔』『明るい』
『元気』が多くの生徒・職員から支持されました。学び合い・支え合いへの高い達成感、多くの生徒が『学
び合い』や『支え合い』を『できた』と自己評価しています。特に、学年を超えた『支え合い』の輪が、異
学年交流レクを通じ、他学年と協力して活動できたことに高い満足度が得られています。 

 さらなる成長への『課題』は、『大きな声』でのあいさつと返事、あいさつは習慣化しているものの、声
の小ささや活気のなさが最大の課題です。消極性を脱却し『主体性』を育む、『自分から動く勇気』を持
ち、他人に任せず自ら参加する姿勢が求められています。全員が輝ける新しい活動への期待、謎解きやクイ
ズ、球技大会など、誰もが主体的に楽しめる活動が熱望されています。 
 沼田西中学校で実施された『主体性と学び愛・支え愛の活動』および『重点目標』に関するアンケートの
結果をまとめた結果、異学年交流や笑顔あふれる校風に手応えを感じる一方で、あいさつの声の大きさや消
極性の脱却が次のステップとして示されています。 
 笑顔と主体性でつくる！沼田西中学校･･･さて、令和８年度の重点目標・サブテーマは、どのように設定
したらよいでしょうか？ＡＩの分析結果を参考にみんなで考えてみましょう！！ 
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学校教育目標 ○向学･･･自ら学ぶ生徒 ○礼節･･･思いやりのある生徒 ○進取･･･挑戦する生徒 
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【生徒会評議員会 １／２７（火）】 主体性を発揮する場  
 年度末の生徒総会に向けて、各学級・部活動・生徒会本部役員による生徒会評議員会
が開催されました。生徒総会当日の議事進行、正副議長の選出に加え、専門委員会の再
編について協議が行われました。さすが、各学級等の代表の皆さん、真剣に協議に参加
し、正副議長は立候補により一瞬で決定、専門委員会の再編についても満場一致で承認
されました。専門委員会組織の再編は、生徒数の減少と委員会ごとの仕事量の標準化を
図ることを目的に実施いたしました。 
 これにより、生徒会専門委員会は、８委員会＋本部役員会から６委員会＋本部役員会
となり以下のように再編されることになりました。３月に行われる生徒会専門委員長選
挙には、より多くの生徒の皆さんに主体的に立候補していただき、各専門委員会の活動を一層充実させてい
ってほしいと考えます。 
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【２年保健体育 がん教育講話 １／２７（火）】 地域学校協働活動・ぬまた未来創造学  
 利根中央病院総合診療科医師の小野先
生にお越しいただき、がん教育講話を実
施しました。がんを発症する仕組みやが
んになりやすい生活習慣、国内における
がん発症の現状など、中学生にも分かり
やすく丁寧に講話をしていただきまし
た。現代の医療現場では、がんは不治の病ではなく、早期発見早期治療により根治も可能であることやがん
細胞の増殖を抑えられることなど知ることができ、安心した生徒も多かったようです。いつもは賑やかな２
年生も姿勢を正して真剣な表情で聞き入っていました。ご多用の所、西中生のためにご講話をいただいた小
野先生、ありがとうございました。 
 
【２年総合福祉学習 沼田市身障連・ボッチャ交流】 地域学校協働活動・ぬまた未来創造学 
 １／３０（金）沼田市身体障害者団体連合会より１０名以上の会員の方においでいただき、実際に障害の
ある方をサポートしながら、『ボッチャ交流』を行いました。これまでの福祉学習の成果を存分に発揮し
て、障害のある方々 との交流の仕方やサポートの仕方など、自分達なりに考え、実践・体験を通して、学び
を一層深めることができました。ご多用のところ西中生のために交流に参加くださった身障連の皆様、あり
がとうございました。また、この交流の実現にあたり、ご助言いただいた学校地域協働活動推進員の小田
様、沼田市社会福祉課障害福祉係の井上様には大変お世話になりありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜毎年恒例！！新春お年玉クイズ穴埋めのこたえ･･･並べかえられたかな？＞ 

イ ケ メ ン 
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（会） 
長 ア ラ ワ ル 

 正解者１８名には、心を込めて１つ１つ丁寧に折った今年の干支・午の折り紙（校長先生のサイン入り）
を差し上げました。こたえが分かったのにまだもらってない人がいましたら校長室までもらいに来てくださ
い。クイズに楽しそうに挑戦してくれた西中生の皆さん、ありがとうございました。 

保健委員会 ※生活委員会が実施していた清潔検査を追加 

広報委員会 ※従来通りの広報委員会の活動を充実 

整美委員会 ※給食委員会が実施していた活動を追加 

放送委員会 ※従来通りの放送委員会の活動を充実 

図書委員会 ※従来通りの図書委員会の活動を充実 

生活委員会 ※体育委員会が実施していた体育倉庫等の整備を追加 

本部役員会 ※従来通りの本部役員の活動を充実 


